
南相馬市立原町第二中学校 学校だより 【教育目標】

礼儀正しく思いやりのある生徒

自ら学び考える生徒

健康で体力のある生徒

【重点目標】

第１５号 発行日：平成２９年１１月２０日（月） 身につけた活用力を生かし、目標

発行者：南相馬市立原町第二中学校長 伊藤 浩樹 を実現しよう。 ℡ 0244-22-4188

栄光を讃えて……サッカー、県３位
向寒の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこ

とと存じます。また、日ごろより本校の教育活動につきまして、ご

理解、ご協力をいただき御礼申し上げます。

１１、１２日は、県内各地

で福島県中学校新人大会が行

われました。

県大会に出場していた本校

サッカー部は、１１日いわき

新舞子フットボール場での試

合に勝ち抜き、準決勝に進みました。準決勝は鏡石の鳥見山陸上競

技場でしたが、たくさんの保

護者の皆様の声援を受け、思

う存分プレーしてきました。惜敗ではありましたが、今後に向け、

素晴らしい経験ができたと思

います。

また１１日は、テニス部男

子団体が福島市庭球場で、バ

ドミントン部はあづま総合体

育館で、バスケットボール部

は田村市総合体育館でそれぞ

れ開催されました。どの選手も精一杯のプレーをしてくれました。

遠路応援に駆けつけてくださいました保護者の皆様、本当にありが

とうございました。

スポーツ大会実施！
１４日から１６日に、本校初のスポーツ大会を実施しました。昨年度

生徒会総会で「ぜひ体育祭みたいな行事をやりたい」という生徒たちの

思いをもとに、今年度初めて実施しました。本来ならば全校一斉に実施

したいところではありましたが、会場や種目の関係から今年度は学年ご

との実施としました。

各学年ともに、生徒たちが話し合い

を進め、実施する種目や運営の方法を

考えての実施となりました。

クラスマッチ形式で行われた大会で

は、１年生はバスケ、バレー・ドッジ

ボールの３種目を、２年生はドッジボ

ール・長縄跳び・借り物競走の３種目
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を、３年生は、バスケ・バレー・フッ

トサル・綱引き・借り物競走・リレー

の６種目を行い、それぞれ勝ち点で競

い合いました。男女混合のチーム編成

だったり、男子が女子を女子が男子を

それぞれ応援するなど、クラスの団結

もよりいっそう高まる大会となりまし

た。

結果１年生は１組が、２年生は２組が、３年生は１組がそれぞれ総合

優勝を果たしました。クラスによっては、合唱コンクールのリベンジと

なったクラスもあり、それぞれに思い出に残る素晴らしい行事になりま

した。

授業改善を図っています
本校では、学力向上のため、研究授業を行い授業の改善に努めていま

す。１日には、２年生の数学を対象に授業カウンセリングを、８日は１年

生の国語を対象に活用力向上のための授業研究、９日には中学校教育研究

会英語部会の会場校として、２年生の英語の

授業を提供しました。一人一人がじっくりと

考え、意欲的に話し合う姿が見られ、素晴ら

しい授業となりました。

これらの経験を生かし、今後も、生徒一人

一人の学力向上のため、授業改善に取り組んでまいります。

三者面談、よろしくお願します
過日のお知らせの通り、１１月２９日より三者面談を実施いたします。２学期の学校での様子やご家庭

での様子などお話をし、子ども達の成長のために役立ててまいりたいと思います。また、３年生にとって

は進路選択の大切な時期であり、生徒・保護者・学校の三者の共通理解を図って今後の進路指導を行って

いきたいと考えております。ご協力の程、よろしくお願いいたします。

キャリア教育３年
昨年度に引き続き、南相馬こどものつばさの支援により、３年生を対

象に、キャリア教育を行いました。「１６歳の仕事塾」の堀部伸二様はじ

め８名の方々においでいただき、３年生の各クラスでインタビューを中

心としたワークショップ形式の授業を行いました。１組には、株式会社

会津ラボの久田様、２組にはアフラックアメリカンファミリー生命保険

会社の鈴木様、３組にはＪＩＣＡ東京国際センターの本田様に授業者と

して入っていただき、前半は、「社会とはどういうものなのか」、「仕事を

するとはどういうことなのか」、そして、

「知らない人とコミュニケーションをと

るとはどういうことなのか」をテーマに

お話しいただきました。後半は生徒から

質問をするというインタビューワークを

行いました。各クラスにはファシリテー

ターという進行を務める方が入りましたが、積極的にインタビューに取

り組む生徒の姿が印象的でした。インタビューをすることでより深く自

分の生き方に考える機会となりました。授業後の反省会では、「素晴らしい質問がたくさんあり、本当に

感動しました。インタビューも素晴らしい」との絶賛の言葉をいただきました。


